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（仮称）津市久居ホール整備基本計画策定後の動き 

共同研究経過報告 

（仮称）津市久居ホール整備有識者委員会 

 （仮称）津市久居ホール整備基本計画（以下「基本計画」と

いう。）策定後の動きについて事務局より説明をしました。 

①ホール整備の財源として、社会資本整備総合交付金(※１）と

合併特例債(※２）の活用を予定し、準備を進めていること 

②駐車場用地の取得に向け、測量・鑑定を行っていること。 

③地域から提出されている要望書について 

④基本計画で提示されたモデルプラン３案の作成経緯と建築

条件等の説明 

 

開催概要 

 会議名 第２回（仮称）津市久居ホール整備有識者委員会 

 日 時 平成２６年９月２２日（月）１３：１５～１６：３０ 

 場 所 アスト津アストプラザ４階 会議室２ 

 出席者 有識者委員４名及び事務局 

 三重大学と津市は、「劇場、音楽堂等の活性化に関する法律

（以下、「劇場法」という。）に基づく文化施設モデルの構築に関す

る基礎的研究」をテーマに、共同で研究を行っています。そのなか

で、劇場法に則って運営されている東海地方の代表的な施設（穂

の国とよはし芸術劇場、長久手市文化の家、武豊町民文化会

館、可児市文化創造センター、三重県文化会館）のヒアリング調

査を行っています。その途中経過が、検討の参考資料として報告

されました。 

 これら調査の客観的なデータからは、ホール活用に妥当な客席

規模として、６００席程度というラインが表れてきています。 

 ※２  合併した自治体が、合併後10年間で発行できる債券で、債券のうち7割は国が

負担、5年間の延長措置 

 ※１ 旧まちづくり交付金。国土交通省所管の個別補助金を1つの交付金に原則一括

し、計画全体をパッケージで採択し、自由度が高く総合的な交付金 



  今回は、600～700席の専用ホールと展示ギャラリー、練習室、講演等フレキシブルに使

えるアートスペースとしての200～300席の小ホールが望ましいという意見にひとまず集約さ

れました。次回からは、その他の施設機能等を中心に更に議論を重ねます。 

～地域をつなぐ開かれた独自性ある文化芸術の創造拠点～ 
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（仮称）津市久居ホール整備有識者委員会事務局 

 ホームページもご覧ください 
   http://www.info.city.tsu.mie.jp/

modules/dept1171/article.php?

articleid=817 

（仮称）津市久居ホール整備基本計画：基本的な考え方から 

    

ホールの規模の意見を集約しました。 

 「基本計画策定後の動き」「共同研究経過報告」を踏まえ、議論

を進めていき、以下のとおり意見がありました。 

○最近の主流は地元に密着した中小のホールの傾向にある。 

○学生数が減少傾向にあることや、久居市民会館の利用人数の傾向

から、大きなホールは必要ないと思われる。 

○今迄津市は、劇場建築、舞台設備に対して満足のいくような劇場

がなかったのではないか。劇場法に沿っていえば、客席や劇場空

間の大きさ等が関係するが、それよりも今後の社会的な動向・流

れを見ていけば、娯楽の多様化、経済の低迷、少子化も進んでい

る中で何席かを考える必要がある。 

○劇場法の特色に地域政策があり、客席数よりロビーやホワイエの面積を増

やすことで、使いやすさ、防災的なこと、地域の集いの場につながるた

め、その空間をいかに住民の為の機能とするかが重要。 

○ヒアリング調査を行った施設の市民の利用状況から600席程度とは別に

100～300席程度の使い勝手の良さが見えてくる。 

○市民の使う発表等の演目では200席程度が手頃。全国の700席以上の劇場

は、誰でも知っている有名人が出演したり、強烈な広報営業の組織運営が

なければ成り立たないし、既に大きな劇場はありすぎる傾向にある。 

○練習とか展示とかフレキシブルに活用できる空間は必要。 

○700席以下の劇場がいいのは、一番遠い客席から舞台までの最大視距離が

短く、表現者の表情が良く見えることであり、本来の劇場の姿だと思う。

イギリスやアメリカの劇場客席数はそんなに多くないと思う。 

○地方都市で興行の効果を求めることは至難なこと。全国的にも特色があ

り、実演家がやってみたいと思わせるようなデザインや運営の仕方である

文化ホールを目指すべき。 

○600席程度の客席でも満席になることはなかなか難しい。ホールを積層す

ることで最大視距離が短くなり平面積をコンパクトにできる。それによっ

て、1階席だけで満杯の雰囲気を作れ、ホール以外の空間を増やすことが

できる。 


